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法である Comprehensive Geriatric Assessment (CGA)は生活動作、合併症、栄養評価、認知機能、
うつ病に注目した尺度である。65 歳以上の高齢のがん患者において、CGA と VES-13 の両者を用
いた評価を行い、前者の結果を外的基準として後者の感度・特異度を検証する。 
(結果) 
1)60 名の医師(男性 50 名、女性 10 名)が参加した。注目した変数は、個々の医師の年齢・性別・
専門診療科・面談時間等である。こうした変数と共感度得点との関連性について解析したところ、
最終的な解析結果として、若い医師ほど共感度が高いことが明らかになった。 
2)65 歳以上の 144 名のがん患者(男性 105 名、女性 39 名)が調査対象になった。CGA のカットオ
フ値を 2/3 点に設定した。この包括的高齢者評価スケールの得点を外的基準として VES-13 の日




























 平成 25 年 8 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査員全員が合格と判
定した。 
 よって、筆者は博士(医学)の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
